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  Recently, the heads of households are aging and the vacant houses are also increasing in the 
long-term elapsed detached housing areas. Therefore, we analyze sustainability by comparing 
respondents of negative desire for living with overall trend. We study 15 districts that are different 
from developping year, scale and topographical condition in Nagasaki and Nagayo, to conduct 8,984 
questionnaires and field survey. As a result, it is possible to point out the need careful consideration 
before buying houses and the importance of infrastructure support. 
 






に対して，平成 25 年には 13.5%と 40 年間で 8.1 ポイ
ント増加し，持ち家世帯主は 75 歳以上が 5,976 千世帯
で全体の 15.0%と も多い 1)。地方都市である長崎市
における空き屋率は平成 25年で 14.7%と全国平均より
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表 1 対象住宅地の基本特性と更新状況            表 2 アンケート結果
開発年 戸数 面積(㎢) 新築率 空き家率 空き区画率※2 配布部数 回収部数 回収率
A S50 446 0.135 3.12 0.19 7.81 A 446 114 25.6%
B S55 867 0.400 10.33 0.30 2.01 B 750 274 36.5%
C S58 467 0.317 5.70 1.18 1.57 C 467 112 24.0%
D S59 1349 0.545 14.18 0.60 3.85 D 1349 543 40.3%
E S59 1247 0.409 9.19 0.18 2.19 E 1247 282 22.6%
F S60 306 0.076 15.52 0.00 1.37 F 306 151 49.3%
G S62 866 0.281 11.88 0.21 2.18 G 866 212 24.5%
H S62 380 0.219 3.91 0.19 2.85 H 380 131 34.5%
I H11 248 0.056 15.86 0.00 3.97 I 248 41 16.5%
J H11 806 0.366 77.75 0.07 17.29 J 710 215 30.3%
K H12 739 0.217 20.67 0.42 1.17 K 698 118 16.9%
L H13 145 0.050 65.35 0.71 1.05 L 145 28 19.3%
M H13 615 0.306 5.37 0.62 7.79 M 620 165 26.6%
N H14 491 0.280 54.26 0.00 50.04 N 530 186 35.1%
O H19 222 0.067 90.87 0.00 8.70 O 222 55 24.8%
※1 開発登録簿より 昭和(平均) 9.23 0.36 2.98 合計 8984 2627 29.2%












住宅地の評価について把握する（図 1，表 1，表 2）。
実地調査は 2013 年 12 月，アンケート調査は 2014 年  























2015 年時点で総人口が 429 千人，老年人口が 125 千人







の 3 つに分けた。その結果，全体(2,507 票)のうち住み
続けたい傾向の人が 81.1%(2,033 票)に対し，住み続け






 全住宅地の世帯主年齢は，65～74 歳が 23.3%と も
高く，60 歳以上が 52.1%，50 歳以上となると 72.3%を
占める。住み続けたくない人は全体と比較して，50 歳













































1 2 3 4 5 6 7 8
住み続けたくない 全体
1  10歳代 2  20歳代 3  30歳代
4  40歳代 5  50歳代 6  60～64歳
7  65～74歳 8  75歳以上
図 3 世帯主年齢          図 4 出身地と前住居         図 5 家を選んだ理由 
図 2 住宅地別の居住意向 



































子供が 45.3%であり，単身または夫婦のみの割合が  





3500 万円が 42.2%と も高い割合を占めている。住み
続けたくない人を見ると少し安い価格帯の 2500～
























































































図 6 住宅地を選んだ理由       図 7 敷地を選んだ理由       図 8 現在お困りのこと 
52
3.3 現在の不満と将来の不安 


















































割合がそれぞれ 40.8 ポイント，42.3 ポイント低く，「介
護が受けやすい立地に引越す」と「元気なうちに高齢
者住宅に住み替え」，「介護が必要になったら施設等に

































































































世帯主年齢は昭和の住宅地の場合，G・H 地区は  
表 3 住宅地別の基本特性と住みたくない人割合 
開発年 面積(㎢) 斜面(階段) 移住希望率※1
A S50 0.135 無 6.8%
B S55 0.400 無 8.4%
C S58 0.317 多 13.7%
D S59 0.545 多 7.5%
E S59 0.409 無 9.7%
F S60 0.076 多 11.0%
G S62 0.281 少 12.9%
H S62 0.219 無 6.5%
I H11 0.056 無 17.5%
J1 30.5%
J2 4.8%
K H12 0.217 少 3.5%
L H13 0.050 無 5.6%
M H13 0.306 無 7.4%
N H14 0.280 少 4.5%

















































図 12 高齢者配慮(バリアフリー等)   図 13 バス等の公共交通の便     図 14 高齢者配慮(階段等) 

























































































































































































































































50 歳代，残りの 6 地区は 65～74 歳が も多い（図 15）。
対して，平成の住宅地は調査期間中も分譲していた J
地区が 30 歳代，残りの 6 地区は 40 歳代が も多く，
開発年や分譲時期と関係していることが分かる。また，
世帯構成において，昭和の住宅地は「夫婦のみ」が，






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 24 住宅地別の高齢者配慮(バリアフリー) 家の評価
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